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Ճ଎౓ηϯαʔΛ༻͍ͨ�
ίϯΫリʔτଧॏͶ࣌間؅ཧγεςϜのݱ৔ద༻

߳　݄　ହ　थɾക　ຊ　फ　޺ɾഅ　৔　ே　೭

ίϯΫリʔトଧࠐみ࣌の؅ཧ߲໨の一つにଧॏͶ࣌間の؅ཧがあるが，多ʑある؅ཧ߲໨の中でもີݫ
に؅ཧするのがඇৗに೉しい߲໨の一つである。ࠓ回։発した「Ճ଎度ηϯαʔを用いたίϯΫリʔトଧ
ॏͶ࣌間؅ཧシステム」は，このଧॏͶ࣌間の؅ཧを正͔֬つ効཰的にߦうことを໨的にしたシステムで
ある。本報では，このシステムの֓ཁとద用ࣄ例について報告する。
キーワード：ίϯΫリʔト，品質؅ཧ，ଧॏͶ࣌間，Ճ଎度ηϯαʔ

1．はじめに

近年，Ճ଎度ηϯαʔはখܕԽ，྿ՁԽがਐみ，そ
のద用ൣғが֦大している。地震ܭなどのখܕԽにد
༩している͚ͩでなく，ήʔムػ，λブレット୺຤，
，にも内ଂさΕثػଳి࿩など，਎の回りのখさなܞ
さま͟まな用్で࢖わΕている。本報では，このখܕ
ԽしたՃ଎度ηϯαʔをίϯΫリʔトଧઃ࣌のଧॏͶ
࣌間؅ཧにద用したシステムの։発֓ཁと，システム
を現৔ద用したࣄ例についてهす。

2．開発の背景

ίϯΫリʔトଧࠐみ࣌のଧॏͶ࣌間の؅ཧは，現ঢ়
では，部ࡐຖにଧࠐみ։࢝・ऴྃ࣌ࠁをࢴ໘等にه࿥
し，ऴ͔ྃ࣌ࠁΒ࣍層のଧࠐみ։࢝までの࣌間が所ఆ
の࣌間をΦʔόʔしないよう，ίϯΫリʔトࣄ޻୲౰
者が഑ྀしながΒଧࠐみをਐΊるඞཁが༗り，ඇৗに
手間がֻ͔るたΊີݫな؅ཧが೉しい。そこで，この
ଧॏͶ࣌間の؅ཧを正͔֬つ༰қにし，よりີ実で不
۩合のগない高品質なίϯΫリʔトを施޻するたΊ，
本システムの։発をߦった。

3．システム概要

（1）システム構成
システム全ମ૾を図─ 1 にࣔす。現৔においては

ίϯΫリʔトଧઃ۠޻内のཁ所部位のమےにແઢ
-"/ う。そしてߦ能෇͖Ճ଎度ηϯαʔのઃ置をػ
Ճ଎度ηϯαʔ͔Βのσʔλをリアϧλイムにऩूす

るたΊに，ଧઃ۠޻近ลにσʔλऩूύιίϯとແઢ
-"/ ϧʔλʔをઃ置し，8J-'J 。を構築しているڥ؀
ίϯΫリʔトࣄ޻୲౰者はスマʔトフΥϯやλブレッ
ト୺຤をܞଳすることで，現৔でίϯΫリʔトの؅ཧ
をしながΒ，ଧͪࠐみঢ়گをリアϧλイムに֬ೝする
ことがで͖る。また，現৔ࣄ務所にもσʔλऩूύι
ίϯをઃ置し，σʔλの֬ೝやாථ࡞成をすることが
で͖る。

（2）システム機能
本システムの特徴ػ能を以下にهす。

（B）ଧࠐみ・ଧॏͶঢ়گのリアϧλイム؅ཧػ能
ίϯΫリʔトࣄ޻୲౰者は現৔にܞଳしたスマʔト

フΥϯやλブレット୺຤を用いて，ଧॏͶ࣌間（所ఆ
࣌間までの࢒り࣌間）をリアϧλイムに֬ೝしながΒ
ଧࠐみがで͖る（図─ 2，写真─ 1）。こΕにより，
ಓ路ࣄ৘等によりଧࠐみがܭըより஗Ԇした৔合でも
早期にঢ়گを೺Ѳし，ଧઃॱংやଧࠐみ高さの変ߋを
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図─ 1　システム全体図
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うことで，より不۩合のগないີ実なίϯΫリʔトߦ
のଧࠐみが可能になる。また，ۀ࡞所内のڌ఺や現৔
務所などのύιίϯでも，ಉ͡ը໘を֬ೝすることࣄ
がで͖，ίϯΫリʔトࣄ޻୲౰者以֎の立ձ者等もಉ
࣌にଧࠐみঢ়گを֬ೝで͖る。
（C）؅ཧாථग़ྗػ能
ଧࠐみ࣌間ه࿥はଧࠐみ施֓޻ཁと合わせてࣗ動で

ΤΫηϧாථとしてग़ྗで͖，؅ཧாථの࡞成が効཰
Խで͖る（図─ 3）。

（3）加速度による打重ね時間取得の仕組み
本システムにお͚るଧॏͶ࣌間の取ಘは，ଧࠐみ࣌

のόイブレʔλのৼ動をར用している。ཁ所部位のమ
に取り෇͚たՃ଎度ηϯαʔでόイブレʔλのৼ動ے
を取ಘし，そのՃ଎度がし͖い஋以上になるとଧઃ։
࢝，し͖い஋ະຬになるとଧઃऴྃと൑அし，࣍層ଧ
ઃ։࢝までの࣌間をࣗ動ࢉग़，取ಘする࢓組みとして
いる（図─ 4）。

4．現場適用結果

（1）現場適用
ҵ城県内の建築ࣄ޻で本システムをద用し，システ

ムの༗効性を֬ೝした（写真─ 2）。

リアϧλイムにଧઃ۠޻内のଧઃঢ়گ，ଧॏͶ࣌間
が一๬して֬ೝで͖，ଧࠐみॱং・ଧࠐみ高さの変ߋ
や，ෳ਺のϙϯϓंでのଧઃにお͚る，ϛキαʔंの
഑ंॱংの変ߋなど，よりॊೈなରԠが早期にߦえ
た。このことでద用ۀ࡞所ではैདྷの方法では೉し
͔ったରԠがग़དྷるようになり，ίʔϧドジϣイϯト
がগなくなったと޷ධであった。また，؅ཧாථもଈ
࣌に発ߦで͖るようになり，ாථ࡞成の࣌ۀ࡞間を，
80 ～ 90ˋ୹ॖすることがग़དྷた。

一方で，։発࣌の૝ఆとҟなった部෼もあり，ӡ用
࣌に修正・改ྑを施したՕ所もあった。以下に現৔ద
用࣌に修正・改ྑした఺についてهす。

図─ 2　打重ね時間管理画面

写真─ 1　打重ね時間管理状況

図─ 3　打重ね時間管理帳票

図─ 4　打重ね時間取得方法

写真─ 2　現場適用状況



�� 建設機械施工 Vol.65　No.11　November　2013

（2）現場適用時の改良点
（B）௨৴方法の変ߋ
現৔ద用をしていく中で，σʔλऩू 1$ ͔Β཭Ε

た部位の一部で，σʔλ取ಘが不安ఆになる（ੇஅさ
Εる）というࣄ৅が生͡た。こΕはద用౰ॳはアΫテΟ
ブܕ *$ λά（写真─ 3）を࢖ってՃ଎度ηϯαʔの
৘報をૹड৴していたが，ଧઃ۠޻内にྛ立するమے
がి೾をٵऩするたΊ，௨৴ڑ཭が平地࣌ݧࢼの半෼
以下にམͪていたたΊであった。そこで௨৴ڑ཭のԆ
௕のたΊに௨৴方法をߟ࠶し，ثػ構成やᝑମの大͖
さで一௕一୹であったが，アΫテΟブܕ *$ λά͔Β
௨৴ڑ཭のより௕いແઢ -"/ 方ࣜ（写真─ 4）を࠾
用することにした（表─ ཭ڑ用の݁果，௨৴ࢼ。（1
がഒ以上に৳ͼ，۠޻内のどの部ࡐでもσʔλを取ಘ
することが可能になった。

（C）し͖い஋のඍ調੔ػ能
ଧઃ࣌にお͚るόイブレʔλのՃ଎度によるଧॏͶ

࣌間の取ಘに関しては，Ճ଎度ηϯαʔを取り෇͚る
部ࡐのछ （ྨమܘے，௕さ等）にґ存する部෼がある。
ӡ用౰ॳはし͖い஋はݻఆとしていたが，現৔ద用に
で͖るよߋして，し͖い஋をλブレット୺຤上で変ࡍ
うにし，ଧઃ࣌のՃ଎度を見ながΒし͖い஋をඍ調੔
することで，現৔ঢ়گに合わせ，より֬実にଧॏͶ࣌
間を取ಘで͖るような改ྑを施した。

5．おわりに

な؅ཧが೉しີݫまでࠓ，回։発したシステムはࠓ
͔ったଧॏͶ࣌間の؅ཧを༰қにし，ଧઃ後؅ཧாථ
の࡞成の効཰ԽもਤΕ，ίϯΫリʔトࣄ޻の品質޲上
にد༩することが֬ೝで͖た。ࠓ後はద用現৔を૿や
すとともに，ίϯΫリʔトの施޻品質؅ཧ৘報を౷合
Խしたσʔλϕʔスの構築を໨ࢦしていく予ఆであ
る。

 

表─ 1　通信方式比較表

௨৴方法
௨৴ڑ཭ ᝑମの

大͖さ
構成ثػ

平地 現৔
アΫテΟブ
ܕ *$ λά

40 N ఔ度 15 N ఔ度 ˓ ˚

ແઢ -"/ 200 N 以上 30 N 以上 ˚ ˓

写真─ 3　アクティブ型 ICタグ方式

写真─ 4　無線 LAN方式
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